
平成２７年９月８日 

公立大学法人島根県立大学 

 

平成２６年度財務諸表の概要について 

 

このたび、公立大学法人島根県立大学は、平成２６年度の財務諸表等が平成２７年８月１０日、

島根県知事の承認を受けましたので、公表します。 

今回の決算は、公立大学法人化後第８期目となる決算であり、財務諸表は、企業会計原則に準拠

しつつ、公立大学法人特有の会計制度を加味した「地方独立行政法人会計基準」に基づき作成した

ものです。 
  
１．財務諸表                             （単位：百万円） 

区分 項目 Ｈ２６ Ｈ２５ 差引 

貸借対照表 資産 １５，８１３ １６，３９９ ▲５８５ 

負債 ２，４２３ ２，６７２ ▲２４９ 

純資産 １３，３９０ １３，７２６ ▲３３６ 

当期未処分利益 ５６ ３ ５２ 

損益計算書 経常費用 ３，０７３ ３，１０３ ▲２９ 

経常収益 ３，０７０ ３，０７３ ▲３ 

臨時損失 － ６２ ▲６２ 

当期純利益（損失） ▲３ ▲９３ ８９ 

当期総利益 ５６ ３ ５２ 

収支決算 収入計 ３，０９８ ３，２１４ ▲１１６ 

支出計 ３，０４１ ３，１４５ ▲１０４ 

収支差 ５６ ６９ ▲１３ 
  
２．決算の概要 

○貸借対照表は、法人の財政状態を表示しています。 

（増減状況）建物・工具器具備品等が減価償却等により減となったこと、図書が過年度修正等

により減となったこと等から資産が減少。資産見返物品受贈額が過年度修正等により減とな

ったこと、長期リース債務がリースの返済等により減となったこと、未払金が減となったこ

と等から負債が減少。損益外減価償却累計額が県から出資を受けた固定資産の減価償却等に

より減となったことから純資産が減少。 
 

○損益計算書は、法人の運営状況・経営成績を表示しています。 

（増減状況）給与改定等により人件費が増となった一方、修繕費等の減により業務費が減とな

ったこと等から経常費用が減少。寄附金収益が旧ＮＥＡＲ財団寄附金の取り崩しを取りやめ

たこと等により減となったこと等から経常収益が減少。経常利益は、前年度比２７百万円増

の▲３百万円、当期純利益は、前年度比８９百万円増の▲３百万円となっており、当期総利

益は、当期純利益に目的積立金取崩額を加え前年度比５２百万円増の５６百万円。 
 

○収支決算は、法人予算に対する実績を表示しています。 

（増減状況）運営費交付金収入等の減、前中期目標期間繰越積立金の取崩し等の減等により収

入計が減少。業務費の減により支出計が減少。 
 

○剰余金の額は、５５，７０７千円となりました。 


